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科学技術の発展を担う高い志を持った「人財」の育成を目指す
   つるなんSSH通信
 第８号（平成２５年１２月）

国際交流事業
台湾進路研修　～台北市立建国高級中学との交流～

　僕たちのテーマは「成長期における過剰な食事制限は、その後の生
殖機能にどのような影響を与えるか？～若齢期の雌マウスを用いた検
証～」です。初めの段階では英語にすることだけを考えていて、聞く
側の人のことをあまり考えていませんでした。難しい単語も多く、実
験方法もわかりにくいと指摘を受けました。それから、パワーポイン
トのアニメーションを活用したり、英文を見直し、わかりやすくなっ
たと自信を持って台湾に持っていくことができました。台湾のみなさ
んは真剣に聞いてくれました。僕達は落ち着いて自分達の研究を伝え
られました。発表が終わって拍手をもらった時はほっとしました。
「英語で」ということで不安もあり、心配していましたが、時間をか
けた準備のおかげでやりきることができました。頑張れば国際交流も
できるものなんだなと思えるようになりました。（石川将也）

 私は「算額」について発表をしました。台湾で代表で発表することが決ま
ってからの準備期間は短かった気がします。原稿を英訳することから始まり
その後発表、修正を繰り返すようにして仕上げていきました。これらの万全
な対策を行い、当日を迎えました。建国中学の人に発表や自分の英語が通
じるかとても不安でした。発表は真新しい教室で行われました。マイクやプ
ロジェクタなどの設備は完璧といえるほど整っていたので大変すばらしい環
境でした。みんな真面目に発表を聞いたり、準備した問題を解こうとしてく
れたので大成功でした。英語で発表することや外国人に発表することなど
めったにないのでとても良い経験になったと思います。（山本真士）

　私たちはスライムについて発表しました。スライムは、他のグループとは違い
「演示実験」だったため「見ている人が楽しいと思える発表」を目標にして準備し
ました。また、本番のために通し練習を何回もやりました。本番は慣れない環境だ
ったためかすごく緊張しましたが、練習のかいあって自分たちの精一杯の発表をす
ることができたと思います。発表している間見ているみなさんが盛り上がってくれ
たので、とてもうれしかったです。今回、英訳を三人で分担し、一人に偏らないよ
うにしたため、英語を書く力がついたことに加えて、協力することの大切さを学ぶ
ことができました。本番では、日本語が通じない中で臨機応変に対応する力が身に
ついたと思います。当日の朝にホテルでスライムを作るなど大変なことやハプニングが多かったのですが、発表を通
して貴重な体験ができたと思います。（加賀陽香）
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プレゼン用資料の作成にも工夫をしました
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台湾進路研修を終えて　～国際社会に出た大きな一歩として～
　　　　　　　　　　　　　　　                
                                                                                                   第二学年主任　蛸井　朗

１．予想を超えての大成功だった台湾進路研修　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　～鶴南生の力は世界で通用する！！～

　今回の台湾進路研修は、鶴岡南高校として創立125周年の伝統の中で初めての海外進路研修でした。海外との学校交流
も含めて、生徒達にとっても大きな不安があったと思います。企画を進めてきた先生達も戸惑い悩むことが数多くありま
した。しかし、研修を終えて予想を超える生徒の頑張りと、持っている力の大きさを改めて感じることができた台湾進
路研修でした。一つの区切りとして、事業を企画した側として今回の経緯をまとめて報告したいと思います。

２．何故、台湾との交流だったのか？
　本校は、平成24年度から文部科学省のSSH（スーパーサイエンスハイスクール）指定
校になりました。この事業は、理系教育の充実と国際社会で活躍出来る人材の育成が大
きな柱になっています。本校のSSHは、文系理系問わず全員が探究活動を行う「鶴南ゼ
ミ」と学校交流を伴った「海外進路研修」が最も大きな柱になっています。SSH採択校
の中では、一部の生徒だけが研究や海外研修を行っている学校もあります。しかし、入
学した生徒全員が、地域の未来を支える使命を持って学習して欲しいとの考えから、本
校では全員に対する指導を行うこととなりました。
　さて、海外といっても様々な国や都市があります。候補に挙がった都市は、ハワイ、グアム、韓国、北京、台湾、シン
ガポール等でした。その中で、交流高校・安全面・日程・予算等すべてを検討した結果、最終的に親日国家で知られる
台湾に決定し、交流高校は台湾で一番の進学高校である台北市立建国高級中学校になりました。この選択は、こちらと
しても大きなチャレンジでした。

３．学校交流をどうするか？
  次の問題は、学校交流の内容です。今年の1月に視察をかねて田中前校長と佐藤浩一
先生と蛸井が台湾に行き、建国高級中学校との打ち合わせと、旅行行程の検討をして
きました。台湾は、組織を重んじる国でトップが動くことで信頼が得られます。1月は
田中前校長が台湾へ行き、建国高級中学の校長とトップ会談するが最も重要なことで
した。細部については浩一先生と建国高級中学生徒指導部の鄭先生が連絡を取りなが
ら進めることとなりました。交流はすべて英語で行うこと、全体会と分科会にするこ
と、昼食を一緒に食べること、など確認して和やかに別れました。　　　　　　　　　　
 

４．探究活動と

　　　プレゼンテーション
 プレゼンテーション準備には生徒ととも
に多くの時間をかけ臨みました。校内だ
けでなく、慶応義塾大学先端生命研究
所、山形大学などから協力をいただき、
英語での発表に備えました。代表のグル
ープが発表しました。

発表した鶴南ゼミのテーマ
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 ５．いよいよ台湾！！～熱烈大歓迎！！台北市立建国高級中学校～
  チャーター便の出発が2時間遅れるというハプニングがありましたが、
到着は1時間遅れぐらいで、大きな混乱もなく台湾に到着。発表の準備を
少し行って次の日に備えました。
　建国高級中学校のとの交流は相手側の熱烈大歓迎でした。校舎に入る
と相手学校の弦楽合奏で鶴南の校歌を演奏するなど心憎い演出をして出
迎えてくれました。最初は全体交流でした。台湾の生徒が流暢な英語で司
会をつとめ、校長同士の挨拶、プレゼント交換、生徒会長同士の挨拶があ
りました。特に、鶴南生徒会長小林健君が、英語でスピーチの後中国語で
のスピーチも行い、相手高校から驚きの声が上がりました。出し物として
は、建国中学が剣道と吹奏楽（金管5重奏）の発表があり、本校は1組の山
本真士君が英語で、小林健君が中国語で進行し、伊藤光平君作成の学校紹
介DVD、音部・吹研・生徒会の校歌合唱、チアガールの発表とお互いの校
風が分かるような演出で全体交流が終了しました。
  分科会では、全体交流の時間が伸びたため質疑や交流に時間を多くとれ

ませんでしたが、両校ともとても興味深い内容で
した。建国中学の生徒達は皆英語が上手で、プレゼ
ンテーション慣れしていましたが、鶴南の生徒達も一生懸命発表してくれました。発表
に決まった班は、大変だったと思います。2週間くらい前から論文を発表できるように、
パワーポイントにすることと、英語に訳すこと、発表原稿をつくること、プレゼンテー
ションの練習をすること、質疑応答を考えること、普通だったら大学4年生が修士論文
を作る時にするような作業を生徒達は一生懸命に行ってくれました。出発直前まで、毎
日ギリギリまで頑張っていた姿に誇らしさを感じたと共に、プレゼンの成功を確信でき

ました。台湾側の発表は、「酵母菌のライフサイクルの研究」や「待機電力を利用したインバータの開発」のよ
うな工学や生物学の内容でした。発表後は1対1の交流をしながら、お弁当を一緒に食べて和やかな雰囲気でさら
に打ち解けてきました。お互いに一生懸命コミュニケーションを図ろうとする姿が見られました。
　最後の全体会では、弦楽合奏で建国高級中学校の校歌、鶴岡南高校の校歌を歌い、和やかに終了。帰りは丁度
昼休みだったため、今回参加できなかった3年生が校舎全体から顔を出して、スターの見送りのように盛り上げて
くれました。
　3日目の現地大学生の観光案内による6時間ほどの班別行動も、多少の遅れ
はありましたがどの班も無事終了し、最後に案内してくれた大学生と別れる
のが寂しく一生懸命記念写真を撮っている姿が印象的でした。
　小籠包作りも含めて、今回の台湾進路研修は人との触れ合いの旅だったと
言えるでしょう。

６．これから国際人として  ～歴史の中の自分を考えながら～

　最初の日の夕食会場で、現地の旅行会社の元社長さんに台湾と日本の関係を語
っていただきました。台湾が日本の植民地だった時代（1895～1945年）のことか
ら台湾人は日本人に大変感謝しているとのメッセージでした。特に八田與一氏
（日本統治時代の台湾で鳥山頭ダムを作り近代台湾の礎を築いた）、宮地末彦氏
（農業の開発）などの日本人のお陰で、現在の台湾があると熱く語ってくれまし
た。時代を超え、国を超え、国の関係がどうであっても善行は世界を変えること
ができるのです。素晴らしい日本人がいたのだと誇りに思いました。
　私が高校時代に大学進学を考えた時に、父親は農家の長男坊に知識はいらない
と反対しました。しかし、今は農家にもっと経営力など高度な知識があれば、
TPPを逆手に取り一次産業や六次産業で世界に打って出る農業が鶴岡で出来ると思っています。どんな仕事にせ
よ、現在はグローバル社会であることは避けられない事実です。世界の中の自分、歴史の中の自分という存在を
理解し、皆さんの故郷である鶴岡の発展のために役立つ人材になって欲しいというのが台湾進路研修を終えた私
の願いです。
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 11月9日～10日に東京お台場で開催されたサイエンスアゴラに参加してきました。
アゴラとは古代ギリシャの「ひろば」という意味で、その名の通り科学コミュニケーシ
ョン実践の場として、子どもから一般市民や専門家まで、あらゆる立場の人たちが参加す

る多彩なイベントです。会場は日本科学未来館をメイン会場とし、周囲の５か所の施設も合わせて計６か所を会場とした
大変大規模な科学の祭典でした。
本校からは2年生2名が参加し、鶴南ゼミでの研究を発表してきました。発表題目は「インターネット望遠鏡を利用した

変光星の観測」で、東北公益文科大学の山本裕樹先生のご指導のもと、インターネットを介してニューヨークにある望遠
鏡を遠隔操作して変光星を観測し、画像処理によって変光星の周期を導き出したというものです。当日はまさに全国から
子どもからお年寄りまで全ての年代の方がお見えになり、発表を聞いたり、アドバイスなどをしてくださいました。生徒
達は初めは緊張しながらの発表でしたが、みるみる発表の腕前が上がり、積極的かつ精力的に活動していました。生徒達
の目がいきいきと、そして自信に満ちていく様子が大変印象的で、参加して本当に良かったと感じました。最後に、生徒
達にこのような機会を与えてくださった山本先生に感謝申し上げます。ありがとうございました。（教諭　友野抗）
　

１学年
アカデミックインターンシップ

　10月22日、第一学年は鶴岡市から協力をいただきアカデミッ
クインターンシップを行いました。「将来地元に戻ってこんな
仕事で貢献したい」といった展望を持ってもらうため、また、
地域全体での「人財」の育成に繋げ、大学卒業後の社会への移
行をスムーズに実現することを目的にしています。農業・食品
ビジネスコース、先端科学ビジネスコース　観光関連コース、
エネルギー・環境コース、医療機関体験コース、公務員体験コ
ース）の6コースで実施しました。
　様々な体験を通じて、将来の進路選択についての研鑽を積む
ことができました。

２０１３年４月２７日付荘内日報より

サイエンスアゴラに出展できたことを、私は心より嬉しく
思います。ポスター発表だったので、相手との距離も近く、
会場も広くてとても緊張しました。初めは、なかなか私達の
ブースで足を止めてくれる人はいませんでした。呼び込みを
した甲斐もあって、多くの人に発表することができました。
自分達の研究をちゃんとわかってもらいたいと思ったからこ
そ、一生懸命に発表することができました。人に伝える難し
さを感じつつもわかってもらうことの嬉しさを実感できまし
た。私にとって将来の糧となる貴重でとても素晴らしい経験
でした。御尽力下さった先生方ありがとうございました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（富樫　美和）

今回のサイエンスアゴラでは私達の研究を人
に発表するという貴重な経験をすることができ
ました。研究の内容を人に伝えることは難しい
と実感しました。しかし、人に説明していく中
で、研究の大事なところをおさえて、人にわかり
やすく発表できるようになっていきました。ま
た、研究に対する的確な指摘をいただいて、研
究を改めて見つめ直すことができました。この
ような経験をできた喜びと共に感謝を感じてい
ます。   

                                          （後藤　洸聖）

科学まつりin鶴岡

サイエンスアゴラ　in  東京　参加報告

　11月16日に開催された科学まつりin鶴岡に、
鶴南ゼミでスライムについて研究をしている生
徒たちが、研究活動を活かして今年も参加して
きました。


